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銀
生
産
の
鋤
酬
漁
」
（
一
）
　
（
小
葉
田
）

　
の
そ
れ
と
同
様
に
、
初
期
の
年
度
の
聯
熱
い
ず
れ
か
の
持
役
高
を
摘
記
し

　
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。

②
　
諸
役
運
上
は
す
べ
て
運
上
隠
で
計
算
さ
れ
る
の
で
、
銀
建
内
外
の
通
用

　
に
は
京
職
即
ち
れ
い
て
ん
ぐ
目
を
以
て
す
る
。
数
字
は
京
樽
で
は
二
割
増

　
と
な
る
。

③
佐
渡
で
は
近
世
初
期
の
盛
由
時
代
に
、
洗
灘
賃
を
稼
ぐ
婦
女
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
が
し
だ
い
に
…
娼
婦
化
し
た
の
で
あ
る
。

④
　
鉛
山
鷹
の
双
得
と
し
て
串
呂
鉛
の
代
銀
の
一
部
分
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
、

　
払
鉛
は
こ
の
代
銀
相
当
分
の
外
に
多
少
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
あ
も
み

（回

D
坑
揚
法
傭
伴
　
　
ふ
鷺
方
会
所
第
轟
ハ
　
　
一
壷
肌
｛
で
一
ロ
H
に
新
鉱
一
八
、
　
九
貫
、

　
　
　
　
ら
　
　
　
ロ
　
　
　
リ

　
こ
れ
に
か
ら
み
を
過
牛
調
和
し
て
総
高
四
〇
欝
ハ
、
　
一
度
吹
高
八
欝
〔
と
し
て

　
五
塵
吹
と
な
る
。
荒
吹
毎
に
鉛
を
熱
感
使
用
、
新
鉱
か
ら
み
合
し
て
八
貫

　
を
梵
吹
し
中
品
の
鉱
で
三
〇
目
位
の
銀
は
歯
る
も
の
で
、
五
度
一
五
〇
積

　
を
得
よ
う
。
三
〇
〇
貫
の
鶏
制
鉱
に
対
し
て
以
上
の
火
処
二
〇
ケ
所
位
必
要

　
で
、
結
局
銀
三
貫
を
得
る
に
鉛
二
〇
〇
斤
を
使
用
し
減
少
す
る
分
は
凡
そ

　
二
〇
貫
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
銀
を
う
れ
ば
、
当
晦
（
江
｝
戸
後
期
）
で
は

　
山
主
の
利
益
は
諦
謁
麓
曲
賀
を
差
引
嚢
湘
嶺
轟
八
で
あ
る
と
い
う
。

蜀
と
ペ
ル
シ
ア

　
柴
の
張
唐
英
二
〇
二
九
1
δ
七
一
）
の
蜀
…
欝
机
は
五
代
の
蜀
の
事
を
記
し
た

書
で
あ
る
が
、
其
申
に

　
広
政
元
年
（
九
三
八
）
二
月
、
昆
誰
雷
す
ら
く
、
後
宮
蛇
を
産
み
、
人
の
心

　
肝
を
取
り
て
食
5
、
と
。
百
姓
驚
恐
し
、
遽
月
偏
に
止
む
。

な
る
記
載
が
あ
る
。
こ
の
誹
言
の
内
容
は
、
有
名
な
ペ
ル
シ
ア
の
詩
人
フ
ィ

ル
ド
ウ
シ
（
九
三
九
一
一
9
δ
頃
）
の
シ
ァ
ー
ナ
ー
マ
ー
の
始
に
出
て
く
る

　
ゾ
ー
ア
ー
ク
王
の
両
肩
に
悪
魔
が
接
吻
す
る
と
、
そ
こ
へ
二
匹
の
蛇
が
生

　
え
た
。
王
は
以
後
、
入
を
殺
し
て
そ
の
脳
で
蛇
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

　
た
。

と
善
衝
5
物
語
と
同
根
の
も
の
で
は
な
か
ろ
5
か
と
思
う
。
少
し
突
飛
な
考
の

よ
5
だ
が
、
唐
以
後
、
鰯
と
西
域
と
は
、
恐
ら
く
錦
を
媒
介
と
し
て
、
案
外
密

接
な
開
墾
が
あ
っ
た
。
猫
藷
難
名
に
長
妥
囲
ヨ
昌
創
p
訂
と
並
ん
で
蜀
》
影
「
箆
ρ

が
載
せ
ら
れ
、
鑑
譲
録
巻
四
に
蜀
申
土
生
波
斯
な
る
李
殉
が
あ
り
、
九
無
毒

巻
七
に
万
州
の
人
に
て
本
波
斯
之
種
な
る
石
処
温
が
あ
る
。
錦
里
書
旧
伝
巻

山ハ

�
V
一
兀
年
条
の
西
域
胡
僧
隅
満
…
多
ゴ
一
湘
脳
、
巻
レ
七
広
弧
以
五
＃
†
条
の
西
域
胡
一
撃
、

資
治
遙
鑑
巻
二
五
二
威
七
十
門
年
条
の
注
に
引
く
成
都
記
の
胡
僧
、
概
貌
項

雷
逸
文
巻
二
の
威
逓
申
の
実
話
三
蔵
僧
な
ど
竜
皆
ペ
ル
シ
ア
入
で
あ
ろ
う
か
。

北
夢
墳
雷
巻
縮
に
見
え
る
青
城
県
弥
勒
会
（
金
剛
禅
）
妖
人
な
る
者
は
う
嘗

て
重
松
俊
章
教
授
が
論
ぜ
ら
れ
た
館
き
、
宋
初
の
離
副
菜
事
魔
の
教
に
接
続
す

る
マ
ズ
ダ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
宮
崎
市
定
）

（　360　）



＠＠＠＠＠＠＠
　
　
剣
・
鏡
・
薫

朝
轍
驚
勝
ザ
報
第
山
脚
輯

神
話
学
論
考

神
籍
学
論
考

建
國
神
譜
論
考

建
国
神
話
論
考

建
国
神
話
論
考

建
国
神
詣
論
考

・
矢
の
暁
的
穐
一
酪
脚
（
閏
中
）

＠＠＠＠＠＠　rg

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
閥

拙
稿
「
天
照
大
神
新
考
」
i
徳
島
大
学
社
会
科
単
紀
要
箪
三
巻

日
本
古
代
宗
教

蝦
稿
「
天
照
大
神
新
考
」

神
度
劔
考
一
神
道
史
研
究
第
一
巻
第
三
暑

先
代
旧
事
本
紀

畑隅

e
「
珊
叢
㎎
勺
霞
の
研
究
」

神
功
五
十
二
年
紀

　
　
　
　
会
　
員
移
　
動

　
新
入
会

鑛
雨
漏
験
氏
名

　
宇
都
嘗
清
吉
京
都

加
地
丈
彦
翻

隙
野
鼠
護
黙
認
県
戸
畑
書
替

　
西
　
　
川
　
正
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
藤
　
井
　
大
　
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
由
　
本
　
膚
　
三
　
神

　

脇
田
　
修

㎝　佐
所
変
更

　
浅
　
　
野
　
　
　
　
清

山諸三増別藤福滝佐亀金
根戸田氷技井沢川藤井子
　　村昭　 甚　政
幸立雛一日太宗次武正光

M

（38a）



欝

評

を
追
及
し
、
歴
史
の
各
…
時
代
に
は
そ
の
雷
門
を
の
み

検
註
す
る
と
い
5
仕
方
か
ら
は
、
本
書
は
あ
る
い
は

珍
し
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
各
時
代
に
お
け
る

儒
仰
の
役
割
と
変
化
と
に
つ
い
て
丹
念
に
探
究
す
る

た
め
に
は
、
極
め
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
一
つ
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
本
書
は
「
綱
官
著
作
篇
」

で
あ
り
、
稲
荷
僑
仰
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
ど
5
し
て

も
、
上
部
の
、
理
論
的
述
作
で
あ
り
、
単
純
に
金
般

の
代
表
ど
は
い
い
切
れ
な
い
。
　
こ
の
点
か
ら
い
え

ば
、
他
の
「
一
般
乱
作
」
　
「
僑
仰
著
作
し
の
二
篇
が

一
臼
も
早
く
公
刊
さ
れ
、
三
篇
あ
い
ま
っ
て
や
が
て

妾
時
の
信
御
全
般
の
姿
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
を
切

難
し
て
や
ま
な
い
。

　
乱
な
、
お
本
轍
漏
と
し
て
も
〉
り
一
つ
注
轟
思
す
べ
き
こ
と

紘
、
国
学
の
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
虻
田
春
満
に
つ

い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
さ
き
に
紹
介
し
た
春
満

の
自
小
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
・
田
か
ら
だ

け
で
は
な
い
。
ま
た
国
学
を
創
…
始
す
る
春
満
の
前
史

と
い
う
意
味
か
ら
だ
け
で
も
な
い
。
実
に
春
満
が
、

ど
の
よ
5
な
神
道
説
な
い
し
故
事
研
究
の
な
か
か
ら

現
わ
れ
て
・
ぎ
た
か
と
い
弓
点
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち

秦
－
油
田
両
氏
の
思
想
上
・
理
論
上
・
考
証
上
の
対

立
が
、
国
学
の
展
閣
の
た
め
の
ど
う
い
ら
素
地
あ
る

い
は
動
機
を
つ
く
っ
て
い
た
か
と
い
弓
点
に
お
い

て
、
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
国
学
に
つ
い
て
は
私

自
身
よ
く
逓
じ
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と
に
論
及
禺
来

な
い
が
、
し
か
し
今
日
、
国
学
が
属
し
い
擬
点
か
ら

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る
以
上
、

必
ず
や
本
書
が
そ
の
研
究
の
上
に
窃
与
す
る
と
こ
ろ

あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
神
仏
習
合
に
つ
い
て

の
解
止
や
反
駁
、
由
緒
・
起
源
を
研
究
す
る
態
度
、

儒
説
の
援
用
な
ど
に
、
そ
の
こ
と
は
片
々
と
示
さ
れ

て
い
る
。

　
以
上
、
私
は
、
た
だ
宗
教
史
、
思
想
史
の
角
度
か

ら
だ
け
の
所
感
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、

故
実
、
制
慶
、
地
誌
、
建
築
、
社
領
な
ど
各
方
面
の

資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
ざ
わ
ざ
指

摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に

つ
い
て
は
私
に
は
詳
し
く
紹
介
す
る
資
格
も
な
く
紙

数
竜
尽
き
た
か
ら
さ
し
ひ
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
〇
八

た
だ
最
後
に
、
重
ね
て
史
料
の
…
出
版
と
い
う
困
難
な

事
業
を
な
し
と
げ
ら
れ
た
稲
荷
大
社
の
方
々
に
、
学

徒
と
し
て
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
こ
の
粗

雑
な
紹
介
を
お
え
る
こ
と
と
す
る
。
　
（
A
5
版
、
ホ

文
三
三
九
頁
、
図
版
一
四
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
、

伏
見
稲
荷
大
社
編
、
）
　
　
　
　
1
・
黒
田
俊
雄
一
i

ヒ
ラ
う
ひ
ヒ
う
ヒ
と
ヒ
　
し
ド
ラ
ユ
う
き
ぢ
し
ノ
　
く
コ
と
う
き
ノ
ひ
へ
ど
ロ
ド
セ
　
コ
ア
ひ
く

　
譲
者
紹
介
　
　
へ

赤押鯖川浮田小佐

松野田端田中 ~伯

俊昭豊真典勝

秀生之治良蔵淳富

黒
　
田
　
俊
雄

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
掌
教
授

徳
島
大
学
教
授

京
都
大
学
助
手

京
都
大
学
大
学
院
学
生
，

鳥
根
大
学
助
手

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
特
別

研
究
生
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歴
史
の
立
場
か
ら
見
た
「
國
際
政
治
レ
ー

パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ス
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
　
朴
郎
（
東
大
）

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
丈
地
理
学
会
第
五
回
例
会

　
四
月
二
十
五
日
（
日
）
　
奈
良
女
子
大
学
文
掌
上

　
岡
山
平
野
の
地
形
　
　
　
　
　
　
帷
子
　
二
郎

日
本
地
理
学
会
春
季
大
会

　
五
月
コ
、
三
日
　
　
　
　
　
明
治
大
学
大
学
院

　
史
学
研
究
会
々
員
関
係
の
研
究
発
表
ほ
左
記
の
通

り
で
あ
る
。

　
低
湿
地
農
村
－
愛
知
県
海
部
郡
十
四
山
村

　
　
に
於
け
る
土
地
聞
題
を
中
心
と
す
る
農
村

　
　
構
造
と
一
業
　
　
　
　

喜
多
村
俊
夫

　
都
市
構
成
上
よ
り
み
た
御
星
郡
市
の
難
絡

　
　
－
大
阪
周
辺
の
場
A
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
禰
、
　
　
　
　
　
鮮
∫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
端
　
　
　
　
　
〒
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
薙
　
　
　
　
　
　
」
一
隔

　
愛
知
県
矢
作
町
の
生
薩
構
造
（
一
）

　
　
…
1
給
与
所
得
者
に
間
す
る
分
析
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
関
弘
太
郎

　
露
店
市
場
の
地
理
的
連
鎖
に
間
す
る
二
、
一
二

　
　
の
考
察
－
京
阪
神
三
都
の
場
合
T
I
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
節
夫

　
　
　
　
　
　
学
　
界
　
消
　
息

　
近
江
に
お
け
る
地
域
的
分
業
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
守
　
一
彦

　
欧
人
の
西
印
度
経
営
と
奴
隷
労
働
あ
刀
…
問
題

　
　
i
歴
史
的
方
法
に
よ
る
労
働
力
気
候
的

　
　
適
性
の
人
種
差
に
間
す
る
研
究
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
俊
二

　
通
婚
現
象
の
地
理
学
的
考
察
　
　
堀
川
　
　
侃

　
農
業
経
営
に
於
け
る
兼
業
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
一
1
⊥
安
麟
川
三
角
洲
薪
儀
村
の
場
合
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
利
治

　
隔
絶
地
に
於
け
る
集
落
社
会
の
分
化
一
平
均

　
　
佑
作
用
と
自
然
環
境
の
問
題

　
　
－
…
信
楽
山
塊
の
高
尾
部
落
の
場
A
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
岡
武
雄

　
　
　
　
考
古
挙
関
係

考
古
学
談
話
会
薪
専
攻
生
歓
迎
会

　
五
月
十
八
日
（
日
）
午
後
三
時
　
　
楽
友
会
館

　
新
調
蔓
生
と
し
て
田
中
琢
氏
を
迎
え
、
左
記
の
調

査
概
報
・
資
料
紹
介
を
聴
く
。

　
畳
島
原
の
辻
周
辺
遣
蹟
　
　
　
　
川
端
　
真
治

　
湖
爾
雀
長
沙
礁
土
品
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治

編
集
後
記

　
　
近
頃
は
天
災
が
忘
れ
ぬ
中
に
や
っ
て
来
ま

　
す
。
今
年
も
こ
こ
数
日
来
の
雨
で
各
地
に
被
害

　
の
生
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員

…
の
皆
禁
御
無
事
で
、
こ
の
二
号
を
御
手
に

丁
ご
慧
、
喜
祈
っ
て
お
・
寄
運
筆

　
七
世
紀
頃
の
臼
本
及
び
申
国
の
経
済
史
に
開
し

　
た
論
文
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
猶
一
膚
の
槻
支
援
を
御
願
い
数
し
ま

μ隆
　
　
　
　
　
（
狩
野
）

（　t121　）

鶏＃史舘所　　所　　　 年年

中1選林爆
弾譲　畷墾mm
印黍学葦鷲灘｛

lllゴ讐1
一
コ



　　THE　SHIRIN・

　　　　　　or　tlie

JOURNAL　OF　HISTORY

VoL・　XXXVII，　NO．　4 Jul．　1954

　　　　　　　　　　　CONTENTS

Articles　：

1．etters　1’atent　in　the　］N｛一ing　1）｝’nasty・・一・・・…　一…　p・・・・…　　T．　LSTae，（’i　（　1　）

r］”he　Octtl）tit　of　Silver　i］）　the　lnnai　（r」ilFlg）　Silver　］」N’［ine

　　　　…　一・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　L・・・…　一・・・…　／．　Kol，alti　（27）

Short　Notices　：
．

1　’ktsr’tc．　Naturc　of　Sworcl，　1　｛，i，rror，　］le：td　ttnd　Arrow一・・　A　TanaZ’a　（　51　）

GeograPhiαし1　Stu⊂lies　h〕the　Te二t　M＝u、t漁cture（，f　Uji（宇治）

　　　　・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一　■．．乙IA・ita　（75）

1）ecil）herment　of　the　）LT．’moan　Script・・・・・・・・・・・・…　　tE；．　A’a7c，abtittr　（90）

Book　Reviews　＆　News

　　　　　　　　　2t？ublisltetl

　　THE　SHIGAKU　KENI〈YUKAI
（Tlt～Soc⑳・〆・礁ん〃ヒ‘」／薙∫α〃τ乃）

　　　Kyoto　University，　Kyoto，　Japan




